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第
四
百
七
十
九
回 

青
葉
会
句
会
報 

句
会
：
令
和
八
年
三
月
二
十
六(

木)  
 

 

於
：
世
田
谷
区 

三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

 

選 
 

者 

川
口
孤
舟 

句
会
出
席 
柿
崎
忠
彦 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

 
山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

西
澤
國
護 

 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

梅
崎
く
す
を 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
田
け
い
子 

 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
互 

選 

句
】 

◎
が
付
さ
れ
て
い
る
句
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

〇
は
選
句
し
た
会
員
に
よ
る
天
（
特
選
） 

十
二
点 

分
身
と
な
り
た
る
杖
や
山
笑
ふ 

 
 
 
 

孤
舟 

（
く
・
〇
健
・
と
・
孝
・
清
・
堂
・
ゆ
・
隆
・
允
・ 

正
・
け
・
盛
） 

 

十
一
点 

◎
流
氷
や
地
球
の
軋
む
音
さ
せ
て 

 
 
 
 
 

昇 
 

（
弧
・
忠
・
健
・
五
・
と
・
千
・
龍
・
清
・ 

正
・
天
・
〇
盛
） 

 
 
 

八
点 長

閑
な
り
和
尚
の
経
に
我
も
和
し 

 
 
 

堂
哉 

 

（
千
・
孝
・
龍
・
國
・
隆
・
天
・
亜
・
盛
） 

 

七
点 

◎
啓
蟄
の
土
を
蹴
り
上
げ
逆
上
が
り 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
弧
・
く
・
五
・
清
・
堂
・
百
・
け
） 

 

六
点 

◎
啓
蟄
や
土
を
押
し
出
す
命
か
な 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
弧
・
清
・
己
・
堂
・
百
・
啓
） 

茶
柱
で
つ
い
も
う
ひ
と
つ
桜
餅 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
堂
・
隆
・
允
・
百
・
亜
・
天
） 

 

五
点 孕

猫
わ
が
も
の
顔
に
法
善
寺 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
〇
く
す
・
允
・
昇
・
啓
・
亜
） 

筍
の
歯
応
え
嬉
し
夕
餉
か
な 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
忠
・
千
・
ゆ
・
正
・
天
） 

寒
も
ど
り
人
も
烏
も
無
口
な
る 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
く
・
と
・
孝
・
己
・
國
） 

 

◎
火
の
散
華
病
を
祓
ふ
お
水
取 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
弧
・
健
・
千
・
孝
・
正
） 

 

四
点 今

生
の
帆
を
全
開
に
春
疾
風 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
〇
と
・
た
・
正
・
昇
） 

雲
流
れ
外
人
墓
地
の
黄
水
仙 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
く
・
健
・
正
・
天
） 

こ
の
先
の
筋
書
き
知
ら
ず
蜥
蜴
出
づ 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
く
す
・
五
・
〇
昇
・
亜
） 

◎
白
魚
の
目
玉
こ
ぼ
れ
て
四
手
網 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
弧
・
啓
・
け
・
三
） 

◎
う
た
た
寝
に
心
和
ら
ぐ
春
障
子 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
弧
・
龍
・
昇
・
盛
） 
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◎
吃
音
の
初
音
焦
ら
ず
焦
ら
ず
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
弧
・
く
す
・
千
・
百
） 

病
院
の
お
膳
を
飾
る
雛
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
く
・
健
・
清
・
隆
） 

 

三
点 硝

子
戸
を
震
わ
す
ア
リ
ア
春
う
ら
ら 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
己
・
堂
・
け
） 

天
然
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
か
な
白
木
蓮 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
忠
・
清
・
昇
） 

信
者
ら
は
口
伝
の
祈
り
島
に
春 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
く
す
・
五
・
け
） 

の
ど
け
し
や
黄
味
色
の
濃
き
オ
ム
レ
ッ
ト 

 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
と
・
ゆ
・
昇
） 

菜
の
花
を
分
け
て
ヂ
ー
ゼ
ル
土
佐
路
か
な 

 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
と
・
た
・
允
） 

◎
う
ぐ
い
す
や
逆
さ
に
な
り
て
蜜
を
吸
う 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
弧
・
ゆ
・
允
） 

ミ
ラ
ノ
沸
く
空
中
戦
の
春
の
舞 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
忠
・
た
・
国
） 

春
の
陽
も
壽
ぐ
上
梓
人
集
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
五
・
百
・
三
） 

 

二
点 春

の
宵
焼
香
台
の
愛
妻
句 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
く
す
・
堂
） 

象
徴
へ
遠
き
春
か
な
愛
子
さ
ま 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
龍
・
盛
） 

 
 
 
 
 

加
賀
見
山
再
岩
藤 

岩
藤
は
桜
華
の
上
を
ふ
わ
ふ
わ
と 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
三
・
盛
） 

◎
船
頭
の
咽
の
清
け
し
柳
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
弧
・
く
） 

白
梅
の
蕾
つ
ぶ
ら
に
風
温
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
孝
・
〇
己
） 

春
炬
燵
己
の
歳
を
知
ら
さ
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
弧
・
隆
） 

松
明
の
狂
喜
乱
舞
や
お
水
取
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
け
・
天
） 

初
鳴
き
や
地
蔵
や
ぐ
ら
の
空
た
か
し 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
己
・
三
） 

た
ぢ
ろ
ぎ
て
裳
裾
抑
へ
り
春
颯
（
は
る
は
や
て
） 

 

啓
子 

 
 
 

（
た
・
亜
） 

池
の
面
に
撥
ね
て
春
陽
の
樹
に
あ
そ
ぶ 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
孝
・
三
） 

雛
祭
り
美
し
き
讃
岐
の
和
三
盆 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
・
五
） 

山
茱
萸
や
満
開
と
て
も
誇
ら
ざ
る 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
百
・
啓
） 

腫
瘍
切
り
早
や
二
十
年
の
帰
り
花 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
く
す
・
〇
隆
） 

吾
を
待
つ
遠
き
吉
野
の
山
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
健
・
た
） 

 

一
点 

春
憂
う
中
東
戦
争
拡
大
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
龍
） 

春
風
に
散
り
ゆ
く
花
の
行
方
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
た
） 

雨
粒
が
木
の
芽
は
じ
け
光
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
） 

芽
柳
は
風
の
依
代
水
の
音 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
三
） 

木
の
芽
吹
く
金
銀
山
の
夢
の
跡 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
己
） 

◎
桃
の
花
社
交
的
な
る
わ
が
娘 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
弧
） 

春
日
差
池
水
の
苑
の
さ
ん
ざ
め
き 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
啓
） 

◎
逃
水
に
シ
エ
ア
サ
イ
ク
ル
の
浮
か
び
を
り 

 
  

と
み
子 

 
 
 

（
弧
） 

お
祝
い
を
二
十
歳
の
春
や
銀
座
に
て 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
亜
） 

白
梅
の
白
が
映
え
る
や
青
い
空 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
） 

深
更
の
ミ
モ
ザ
の
家
を
目
印
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
啓
） 
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春
の
雪
庭
木
に
咲
け
り
雪
の
花 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
〇
龍
） 

春
雨
や
暮
な
ん
と
す
夕
焼
け
空 

 
 
 
 
 
  

 
 

仝 
 
 
 

（
允
） 

老
年
や
遠
く
実
れ
る
梅
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
   

（
國
） 

梅
赤
く
孫
の
祝
い
に
庭
に
苗 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
ゆ
） 

遊
歩
道
ベ
ン
チ
で
う
つ
ら
春
陽
浴
び 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
） 

桜
咲
く
笑
う
門
に
は
福
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
  

（
千
） 

蜜
吸
わ
れ
杏
の
花
の
散
り
敷
け
る 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
  

（
國
） 

卒
業
子
銘
仙
以
下
と
昔
云
ひ 

 
 
 
 
 
  

  

亜
也 

 
 
 

（
啓
） 

  

【
句 

評
・
短 

評
】 

 

十
二
点 

分
身
と
な
り
た
る
杖
や
山
笑
ふ 

 
 
 
 

孤
舟 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
身
に
つ
ま
さ
れ
ま
す
。
外
出
が
増
え
る
季
節
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
な
お
さ
ら
に
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
杖
が
分
身
の
よ
う
と
は
、
杖
の
扱
い
が
お
見
事
な
の
で
し
よ
う
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
分
身
と
共
に
歩
き
、
自
然
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
持
病
の
腰
痛
が
起
き
る
と
部
屋
の
中
で
も
杖
に
頼
る
。
縦
横
無
尽
ま
さ
に
分
身
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
芽
吹
き
始
め
た
春
の
山
を
分
身
の
如
き
杖
を
つ
い
て
登
る
。 

 

十
一
点 

流
氷
や
地
球
の
軋
む
音
さ
せ
て 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
流
氷
が
ぶ
つ
か
り
合
う
轟
音
は
、
地
球
が
軋
ん
で
い
る
音
か
も
知
れ
な
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
網
走
で
は
、4/2

時
点
の
目
視
で
海
の
二
割
が
ま
だ
流
氷
と
か
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
雄
大
な
自
然
の
営
み
に
、
触
れ
る
よ
う
で
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
海
か
ら
で
は
な
く
地
球
か
ら
軋
む
音
と
は
大
自
然
を
感
じ
ま
す
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
地
球
の
音
と
は
う
ま
い
も
ん
で
す
ね
。 

 
 
 

八
点 長

閑
な
り
和
尚
の
経
に
我
も
和
し 

 
 
 

堂
哉 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
の
お
彼
岸
も
檀
家
が
集
ま
り
住
職
と
一
緒
に
「
讃
仏
偈
」
を
唱
和
し
ま
し
た
。
住
職
も
八
七
歳 

で
近
頃
お
経
が
短
く
な
り
ま
し
た
が
唱
え
た
後
は
気
分
も
す
っ
き
り
し
ま
す
ね
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
昨
今
の
騒
が
し
い
世
の
中
に
い
て
、
こ
の
句
の
よ
う
な
明
る
く
穏
や
か
で
時
間
が
ゆ
っ
た
り
流
れ 

て
い
る
よ
う
な
春
を
思
わ
せ
る
和
尚
の
読
経
の
声
に
、
自
分
も
自
然
と
声
を
合
わ
せ
て
し
ま
う
。 

癒
さ
れ
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
き
み
ょ
う
む
り
ょ
う
じ
ゅ
に
ょ
ら
い
ー 

な
ー
む
ー
ふ
ー
か
ー
し
ー
ぎ
こ
う
」
云
々 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
閑
に
く
ら
す
こ
と
が
一
番
の
薬
か
。「
長
閑
な
り
和
尚
の
経
に
連
れ
ら
れ
て
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
寺
の
本
堂
そ
の
も
の
が
何
と
も
い
え
ぬ
静
寂
が
あ
り
、
和
尚
さ
ん
と
一
体
に
な
れ
ま
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
僧
侶
が
出
て
く
る
句
は
わ
ざ
と
ら
し
く
な
り
が
ち
も
、
こ
の
和
尚
は
自
然
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
小
生
の
菩
提
寺
の
若
和
尚
は
美
声
で
女
性
信
者
に
人
気
が
あ
っ
た
。 
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七
点 啓

蟄
の
土
を
蹴
り
上
げ
逆
上
が
り 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
虫
た
ち
が
勢
い
よ
く
土
か
ら
出
て
来
る
様
が
、
子
供
が
懸
命
に
逆
上
が
り
に
挑
戦
す
る
姿
に
似
て 

い
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
鉄
棒
を
や
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
別
に
出
句
あ
っ
た
啓
蟄
の
句
も
い
い
の
で
す
が
、
切
れ
字
が
重
な 

る
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
私
は
情
け
な
い
こ
と
に
逆
上
が
り
が
出
来
ま
せ
ん
。
中
七
が
面
白
い
で
す 

百
合
子
さ
ん
・
・
小
さ
き
命
も
逆
上
が
り
す
る
人
も
同
じ
く
尊
い
！ 

 

六
点 啓

蟄
や
土
を
押
し
出
す
命
か
な 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
地
中
の
虫
が
み
な
動
き
、
戸
を
啓
い
て
初
め
て
出
て
来
る
力
強
さ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
こ
の
生
命
力
に
満
ち
た
季
節
、
土
の
あ
る
庭
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
寂
し
い
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
地
上
に
出
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
ま
だ
儚
げ
な
の
に
固
い
土
を
押
し
上
げ
る
力
・
・
生
き
と
し 

生
け
る
者
の
神
か
ら
授
か
っ
た
命
で
す
ね
。 

茶
柱
で
つ
い
も
う
ひ
と
つ
桜
餅 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
茶
柱
に 

で
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
茶
柱
が
立
つ
の
は
吉
事
の
兆
候
。
桜
餅
を
食
す
口
実
に
も
な
る
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
茶
柱
の
立
っ
た
お
い
し
い
お
茶
で
桜
餅
が
と
ま
ら
な
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
向
島
の
お
茶
屋
で
し
ょ
う
か
、
「
皮
を
剥
い
て
」
食
べ
て
下
さ
い
、
と
云
は
れ
た
の
を
「
川
を 

向
い
て
」
と
聞
き
違
え
た
人
が
い
た
の
で
す
。
歳
を
と
る
の
は
困
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
話
を 

思
い
出
し
て
つ
い
笑
い
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
う
ふ
ふ
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
一
句
。
穏
や
か
な
お
八
つ
の
時
間
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
口
実
は
な
ん
で
も
よ
ろ
し
。
春
の
気
分
が
大
事
。 

 

五
点 孕

猫
わ
が
も
の
顔
に
法
善
寺 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
賑
や
か
な
法
善
寺
横
丁
に
住
み
着
い
た
猫
。
子
が
生
ま
れ
た
ら
更
に
賑
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
法
善
寺
横
丁
は
猫
の
溜
ま
り
場
。
正
に
我
が
も
の
顔
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
お
寺
と
い
う
よ
り
飲
食
店
の
建
て
込
ん
だ
横
丁
を
行
く
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
。 

筍
の
歯
応
え
嬉
し
夕
餉
か
な 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
食
べ
物
の
食
感
は
大
事
で
す
ね
。
こ
の
季
節
の
楽
し
み
で
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
若
い
人
も
感
ず
る
の
で
し
ょ
う
か
。
春
は
何
と
し
て
も
筍
を
食
べ
た
い
で
す
ね
。 

寒
も
ど
り
人
も
烏
も
無
口
な
る 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・「
無
口
」
が
句
に
な
る
の
は
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

四
点 今

生
の
帆
を
全
開
に
春
疾
風 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
悲
壮
感
を
伴
っ
た
よ
う
な
新
た
な
旅
立
ち
を 

応
援
し
た
い
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
悲
壮
感
が
感
じ
ら
れ
る
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
今
生
の
帆
の
措
辞
は
絶
妙
。
人
生
の
応
援
句
。 
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雲
流
れ
外
人
墓
地
の
黄
水
仙 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
横
浜
で
し
ょ
う
か
。
黄
水
仙
で
そ
の
広
々
と
し
た
雰
囲
気
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
の
先
の
筋
書
き
知
ら
ず
蜥
蜴
出
づ 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ト
カ
ゲ
は
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
存
在
で
す
。
冬
の
間
は
冬
眠
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

昇
さ
ん
・
・
・
・
こ
の
先
の
蜥
蜴
の
運
命
は
？
作
者
の
優
し
い
眼
差
し
を
感
じ
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ト
ラ
ン
プ
と
同
じ
。)  

白
魚
の
目
玉
こ
ぼ
れ
て
四
手
網 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
四
手
網
の
中
で
白
魚
の
数
多
の
眼
が
蠢
く
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
網
の
中
で
跳
ね
る
白
魚
、
見
れ
ば
こ
の
中
に
も
生
死
が
共
に
あ
る
。
じ
っ
と
見
詰
め
る
。 

う
た
た
寝
に
心
和
ら
ぐ
春
障
子 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
う
ら
ら
か
な
日
差
し
の
な
か
で
の
転
寝
は
至
福
の
刻
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
春
障
子
か
ら
洩
れ
る
陽
光
に
気
持
ち
良
く
ウ
ト
ウ
ト
と
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
う
た
た
寝
は
健
康
維
持
の
必
須
条
件
と
か
。 

吃
音
の
初
音
焦
ら
ず
焦
ら
ず
に 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
鶯
の
囀
り
が
整
う
ま
で
に
は
か
な
り
の
日
時
が
か
か
る
よ
う
だ
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
優
し
い
気
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
焦
ら
ず
を
さ
ら
に
焦
ら
ず
に
と
復
唱
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ク
ス
ッ
と
共
感
し
ま
し
た
。 

病
院
の
お
膳
を
飾
る
雛
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
「
雛
の
膳
」
を
使
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
殺
風
景
な
院
内
に
春
が
告
げ
ら
れ
た
。 

 

火
の
散
華
病
を
祓
ふ
お
水
取 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
松
明
か
ら
零
れ
落
ち
る
火
の
粉
を
浴
び
る
と
、
魔
除
け
に
な
る
と
い
う
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
あ
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
と
た
し
か
に
「
火
の
散
華
」
が
ぴ
っ
た
り
し
ま
す
ね
。 

 

三
点 硝

子
戸
を
震
わ
す
ア
リ
ア
春
う
ら
ら 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
昔
、
硝
子
戸
を
震
わ
す
バ
リ
ト
ン
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

天
然
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
か
な
白
木
蓮 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
夜
道
を
照
ら
す
白
木
蓮
を
天
然
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
と
は
言
い
得
て
妙
。 

信
者
ら
は
口
伝
の
祈
り
島
に
春 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
今
（
３
月
２
６
日
）
は
四
旬
節
、
復
活
祭(

今
年
は
４
月
５
日)

が
待
ち
遠
し
い
頃
で
す
。 

の
ど
け
し
や
黄
味
色
の
濃
き
オ
ム
レ
ッ
ト 

 
 

千
恵 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
春
ら
し
い
朝
食
、
美
味
し
そ
う
で
す
ね
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
オ
ム
レ
ツ
の
黄
は
春
の
色
。
ふ
っ
く
ら
し
て
見
る
か
ら
に
美
味
し
そ
う
。 

菜
の
花
を
分
け
て
ヂ
ー
ゼ
ル
土
佐
路
か
な 

 
 

堂
哉 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
花
を
分
け
て
走
る
の
で
す
か
ら
単
線
で
し
ょ
う
か
。
春
ら
し
い
景
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
春
先
の
四
国
の
牧
歌
的
な
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
満
開
の
菜
の
花
畑
の
中
で
ヂ
ー
ゼ
ル
電
車
が
走
る
土
佐
路
・
・
の
ど
か
な
景
色
。 

◎
う
ぐ
い
す
や
逆
さ
に
な
り
て
蜜
を
吸
う 

 
 

百
合
子 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
確
か
に
宙
づ
り
に
な
っ
て
花
弁
を
啄
ば
ん
で
い
る
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
う
ぐ
い
す
が
夢
中
に
な
っ
て
蜜
を
吸
う
様
を
逆
さ
に
な
り
て
・
・
と
表
現
し
た
。 
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ミ
ラ
ノ
沸
く
空
中
戦
の
春
の
舞 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
ミ
ラ
ノ
五
輪
の
競
技
を
優
雅
に
表
現
し
て
い
る
。 

春
の
陽
も
壽
ぐ
上
梓
人
集
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
お
祝
い
の
句
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
ほ
ん
と
う
に
い
い
日
和
の
幸
せ
に
満
ち
た
光
景
！ 

 

二
点 春

の
宵
焼
香
台
の
愛
妻
句 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
夫
婦
揃
っ
て
五
七
五
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
の
で
し
よ
う
。
何
を
詠
ん
だ
句
だ
っ
た
の
か
な
？ 

象
徴
へ
遠
き
春
か
な
愛
子
さ
ま 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
果
た
し
て 

如
何
な
る
未
来
が
？ 

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
国
民
投
票
で
決
め
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
。 

船
頭
の
咽
の
清
け
し
柳
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
福
岡
・
柳
川
の
「
ど
ん
こ
舟
」
。
船
頭
の
巧
み
な
竿
さ
ば
き
と
唄
。 

白
梅
の
蕾
つ
ぶ
ら
に
風
温
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

正
己
さ
ん
・
・
・
ま
だ
寒
い
な
が
ら
も
少
し
春
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
感
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

春
炬
燵
己
の
歳
を
知
ら
さ
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
益
々
寒
が
り
に
な
る
よ
う
だ
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
年
を
取
る
と
冷
た
く
な
る
足
。 

松
明
の
狂
喜
乱
舞
や
お
水
取
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
本
当
に
狂
喜
乱
舞
で
す
ね
。
暗
や
み
が
益
々
深
く
な
っ
て
行
き
ま
す
。 

た
ぢ
ろ
ぎ
て
裳
裾
抑
へ
り
春
颯
（
は
る
は
や
て
） 

 

啓
子 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
風
の
悪
戯
を
上
五
で
恥
じ
ら
い
ぽ
く
表
現
し
て
い
て
面
白
い
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
裳
裾
」
が
チ
ト
古
風
す
ぎ
？
も
、「
た
ぢ
ろ
ぐ
」
が
醸
す
含
羞
の
風
情
に
一
票
。 

雛
祭
り
美
し
き
讃
岐
の
和
三
盆 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
大
胆
に
「
美
し
き
」
と
よ
ん
だ
作
者
の
郷
土
愛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

山
茱
萸
や
満
開
と
て
も
誇
ら
ざ
る 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
山
茱
萸
の
花
っ
て
小
花
が
纏
ま
っ
て
咲
く
の
に
、
決
し
て
派
手
で
は
な
く
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
美 

し
い
。 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
山
茱
萸
は
花
が
付
き
満
開
に
な
る
前
か
ら
そ
の
枝
ぶ
り
と
共
に
、
独
特
の
渋
い
和
の
美
し
さ
が
感 

じ
ら
れ
ま
す
。
下
五
に
そ
の
渋
い
美
し
さ
が
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

腫
瘍
切
り
早
や
二
十
年
の
帰
り
花 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
人
も
、
が
ん
も
偶
然
の
産
物
。
偶
然
の
連
続
の
上
に
、
生
も
死
も
あ
る
。
こ
の
先
も
お
健
や
か
を 

祈
念
し
ま
す
。 

吾
を
待
つ
遠
き
吉
野
の
山
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
上
五
の
表
現
が
良
い
で
す
。 

 

一
点 春

憂
う
中
東
戦
争
拡
大
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
も
う 

2000

年
以
上
続
い
て
き
ま
し
た
か 

決
着
の
無
い
争
い 

無
念
！ 
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芽
柳
は
風
の
依
代
水
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・「
依
代
」
と
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
神
様(

超
自
然
的
な
存
在)

が
直
接
人
間
の
前
に
現
れ 

る
の
で
は
な
く
、
何
か
し
ら
を
通
じ
て
そ
の
存
在
を
感
じ
取
ら
れ
る
。
水
の
音
に
さ
ぞ
や
驚
か
れ 

ま
し
た
で
し
ょ
う
。 

桃
の
花
社
交
的
な
る
わ
が
娘 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
社
交
的
な
娘
に
は
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

春
日
差
池
水
の
苑
の
さ
ん
ざ
め
き 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
ご
出
版
祝
い
の
会
で
の
句
で
し
ょ
う
。
下
五
の
措
辞
が
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
に
そ
の
場
の
雰
囲
気 

を
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

逃
水
に
シ
エ
ア
サ
イ
ク
ル
の
浮
か
び
を
り 

 
  

と
み
子 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
逃
水
の
中
を
電
動
自
転
車
の
列
が
行
く
。 

お
祝
い
を
二
十
歳
の
春
や
銀
座
に
て 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
昔
の
映
画
に
あ
り
そ
う
な
話
。
ね
だ
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
貴
重
。 

深
更
の
ミ
モ
ザ
の
家
を
目
印
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
ミ
モ
ザ
の
明
る
さ
を
夜
の
暗
さ
の
な
か
で
際
立
た
せ
て
見
事
と
感
じ
ま
し
た
。 

春
の
雪
庭
木
に
咲
け
り
雪
の
花 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
待
ち
焦
が
れ
る
春 

気
を
き
か
せ
て
雪
が 

春
雨
や
暮
な
ん
と
す
夕
焼
け
空 

 
 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
真
っ
赤
に
燃
え
た
夕
焼
け
空
か
ら
春
雨
が
降
っ
て
き
た
。 

 
 
 
 

※
句
会
に
て
・
・「
春
雨
」（
春
）
と
「
夕
焼
け
空
」（
夏
）
の
季
重
な
り
で
は
あ
り
ま
す
。 

卒
業
子
銘
仙
以
下
と
昔
云
ひ 

 
 
 
 
 
  

  

亜
也 

 
 
 

 
 
 
 

※
中
七
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
の
声
か
ら
、
亜
也
さ
ん
に
自
解
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

明
治
の
女
学
生
の
服
装
だ
っ
た
袴
姿
か
ら
の
連
想
。
学
習
院
長
だ
っ
た
乃
木
さ
ん
が
服
装
の
華
美
を
戒
め
て 

「
銘
仙
以
下
」
と
指
示
し
た
の
が
、
銘
仙
流
行
の
契
機
だ
っ
た
と
の
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖ 

【
今
後
の
青
葉
会
予
定
】 

 

☆
☆
四
月
青
葉
会 

 

日 

時
：
四
月
二
十
三
日(

木)  
 

午
後
一
時
～ 
 

於 

：
世
田
谷
区
施
設 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

部
屋
名
：
ビ
ー
ナ
ス 

ご
出
句
：
句
会
ご
出
席
予
定
の
方
は
、
５
句
。
ご
投
句
の
方
は
２
～
３
句 

を
目
処
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

ご
提
出
先
は 

星
田P

C
 

本
会
報
をP

C

に
て
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
送
信
先
星
田
宛
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

或
い
はF
A

X
 

０
３
・
３
４
２
１
・
９
７
７
２ 

 
 
 
 
 
 
 

ご
投
句
〆
切
日
は
、
四
月
十
八
日
（
土
） 

☆
☆
五
月
吟
行
に
つ
い
て 

来
る
五
月
に
つ
い
て
は
、
例
年
吟
行
を
催
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
諸
々
検
討
致
し
ま
し
た
結
果
、
勝
手
な
が
ら

今
回
は
、
従
来
と
は
異
な
る
形
で
の
「
吟
行
め
い
た
」
行
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

む
し
ろ
お
気
楽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
有
難
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

吟
行
日
時
：
五
月
二
十
八
日(

木) 
 

午
前
十
一
時
集
合
～
十
二
時
半 

吟
行
（
俳
句
材
料
を
探
す
散
歩
）
場
所
： 

千
代
田
区 

日
比
谷
公
園 

 
 

集
合
場
所
：
日
比
谷
公
園 

日
比
谷
通
り
日
比
谷
交
差
点
に
接
し
た
出
入
口
（
添
付
書
類 

地
図
参
照
下
さ
い
） 
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 ★
従
来
と
異
な
る
点
と
ご
投
句
・
選
句
か
ら
会
報
配
信
へ
の
流
れ 

① 

ご
参
加
の
方
々
と
し
て
は
幾
分
遠
く
も
、
東
京
の
中
央
地
域
と
し
、
平
坦
で
交
通
至
便
な
場
所
と
す
る
。 

② 
午
前
中
十
時
半
或
い
は
十
一
時
の
集
合
と
す
る
。 

③ 

吟
行
の
目
的
で
あ
る
俳
句
の
材
料
を
探
す
「
散
歩
」
と
し
て
、
散
歩
時
間
は
一
時
間
半
を
限
度
と
し
、
休

む
場
所
（
ベ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
な
ど
）
の
設
置
が
多
い
場
所
と
す
る
。 

④ 

そ
の
後
の
「
句
会
」
は
行
わ
ず
、
参
加
者
も
ウ
ェ
ブ
に
て
選
句
い
た
だ
く
こ
と
し
、
帰
宅
後
、
ご
自
宅
か

ら
当
日
の
作
句
さ
れ
た
俳
句
を
編
集
担
当
に
お
送
り
い
た
だ
く
。 

⑤ 

会
員
の
み
な
さ
ま
に
も
、
こ
の
際
ご
自
宅
周
辺
で
も
吟
行
気
分
の
時
を
創
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、

ご
投
句
〆
切
は
い
つ
も
よ
り
少
し
遅
め
に
二
十
五
日
（
月
）
と
し
、
吟
行
の
翌
々
日
五
月
三
十
日
（
土
）

に
選
句
表
を
発
信
、
選
句
締
め
切
り
を
六
月
八
日
（
月
）
と
致
し
た
く
。
郵
送
の
方
へ
の
選
句
表
は
速
達

に
て
ご
送
付
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
分
か
り
易
い
よ
う
に 

左
記 
吟
行
参
加
者
含
め
た
ご
投
句
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
） 

※
日
比
谷
公
園
吟
行
ご
参
加
の
み
な
さ
ま
に
は
、
全
５
句
の
内
、
２
句
程
度
を
吟
行
の
句
と
し
て
下
さ
い
。 

※
ご
参
加
無
い
方
も
、
是
非
こ
の
時
期
ご
近
所
の
公
園
な
ど
で
吟
行
気
分
で
の
作
句
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

ご
投
句
・
吟
行
ご
参
加
の
方
の
当
季
雑
詠
：
五
月
二
十
五
日
（
月
）
締
め
切
り 

 
 
 
 
 
 
↓
 
↓

 

 
 
 

吟
行
（
日
比
谷
公
園
）
ご
参
加
の
方
の
当
日
の
作
句
：
五
月
二
十
九
日
午
前
中
締
め
切
り 

 
 
 
 
 
 
↓
 
↓

 

 
 
 

選
句
表
お
届
け
：
五
月
三
十
日
（
土
）
午
前
中
。 

郵
送
の
方
は 

速
達
発
送
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
↓
 
↓
 

 

 
 
 

選
句
締
め
切
り
：
六
月
八
日
（
月
）
中 

 
 
 
 
 
 
↓
 
↓

 

 
 
 

句
会
報
発
行
目
処
：
六
月
十
二
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

※
六
月
句
会
の
た
め
の
句
ご
提
出
期
限
は
通
常
に
戻
し
、
六
月
二
十
日
（
土
）
を
予
定
。 

⑥ 

吟
行
散
歩
後
、
参
加
者
の
内
ご
希
望
者
で
ラ
ン
チ
会
を
設
営
す
る
。（
事
前
に
ご
希
望
を
伺
い
ま
す
） 

☆
ア
フ
タ
ー
ラ
ン
チ
：
午
後
一
時
く
ら
い
か
ら
ご
く
近
く
で
ラ
ン
チ
２
時
間
を
予
定
致
し
ま
す
。 

そ
の
場
で
吟
行
の
中
で
の
作
句
あ
れ
ば
頂
戴
致
し
ま
す
。
そ
の
時
間
内
で
出
来
な
い
場
合
は
ご
帰
宅
後 

編
集
担
当
星
田
宛
お
送
り
く
だ
さ
い
。
こ
の
締
め
切
り
は
五
月
二
十
九
日
（
金
）
午
前
中
で
す
。 

 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

こ
の
四
月
よ
り
、
新
た
に
青
葉
会
運
営
体
制
と
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

長
期
間
に
亘
り
青
葉
会
は
今
井
紀
久
男
氏
に
世
話
人
を
お
願
い
し
て
お
り
、
今
井
氏
は
そ
の
ご
人
脈
を
生
か

す
と
共
に
、
社
内
へ
の
声
掛
け
な
ど
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
青
葉
会
運
営
に
大
き
く
寄
与
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
こ
二
年
は
体
調
ご
不
調
に
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
の
ご
入
院
が
長
引
い
で
お
り
ま
す
。
先
ご
ろ
已
む

無
く
今
井
氏
に
は
本
件
お
伝
え
し
、
青
葉
会
運
営
体
制
を
新
た
に
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
す
。 

今
井
氏
に
は
、
茲
許
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

青
葉
会
運
営
に
関
わ
る
役
割
は
次
の
通
り
と
し
ま
し
た
。
今
後
の
青
葉
会
の
運
営
に
つ
い
て
も
考
え
る
時
期

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
よ
り
気
持
ち
の
良
い
青
葉
会
と
な
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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青
葉
会
代
表 

久
米
五
郎
太 

 

副
代
表 

古
田 

昇 
 

 

関
西
方
面
世
話
人 

土
谷
堂
哉 

 

総
務
・
編
集
担
当 

星
田
啓
子 

 
 

会
計 

在
間
千
恵 

 

(

訃
報) 

青
葉
会
句
友 
高
橋
康
敏
氏
が
本
年
一
月
十
六
日 

享
年
九
十
二
歳
に
て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

青
葉
会
ご
入
会 
令
和
四
年
四
月 

在
籍
三
年
余
で
し
た
が
す
べ
て
投
句
に
て
の
交
流
で
し
た
。
句
に
於
い
て
は
深
い
洞
察
と
優
し
い
目
、
一
方
選
句
に
お
い
て

は
厳
し
く
も
心
の
籠
っ
た
評
を
い
た
だ
き
、
そ
の
存
在
は
有
難
い
か
ぎ
り
で
し
た
。 

茲
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
入
会
当
初
か
ら
お
身
体
の
ご
不
調
か
ら
、
現
有
の
会
員
と
は
お
目
に
か
か
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
優
れ
た
句

を
多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。
茲
に
、
選
者
特
選
に
て
一
位
の
高
得
点
を
獲
得
さ
れ
た
句
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
追
悼

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

合
掌
。 

 
 

 
 
 
 

堰
落
つ
る
水
の
煌
め
き
初
燕 

 
 
 
 
 

令
和
五
年 

三
月 

 
 

 
 
 
 

古
書
房
の
梅
雨
や
帳
場
の
時
計
打
つ 

 
 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 

 
 
 
 

葭
切
や
蘆
辺
に
み
づ
く
捨
小
舟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

京
都
永
観
堂 

 

み
か
へ
り
の
弥
陀
の
御
目
の
涼
し
さ
よ 

 
 
 
 
 
 

七
月 

 
 

 
 
 
 

物
差
に
妻
の
旧
姓
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月 

 
 

 
 
 
 

し
や
が
み
込
み
子
猫
を
囲
む
ラ
ン
ド
セ
ル 

令
和
六
年 

四
月 

 
 

 

渡
月
橋
渡
り
切
る
間
を
初
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月 

 

 
 
 
 

坪
庭
の
梅
の
一
枝
に
日
の
座
あ
り 

 
 
 

令
和
七
年 

二
月 

 
 

 
 
 
 

伊
那
谷
の
晴
れ
て
全
村
柿
す
だ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
月 

 
 

 

令
和
七
年
十
二
月
十
八
日
の
青
葉
会
年
納
め
の
句
会
が
最
後
の
ご
投
句
と
な
り
ま
し
た
。
第
三
位
の
佳
句
で
し
た
。 

 
 
 
 

駅
蕎
麦
に
ど
さ
と
薬
味
や
雪
催 

 
 
 
 
 
 
 

 

【
関
係
者
近
詠
】 

(

訃
報) 渡

邊
盛
雄
さ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
追
悼
句 

今
井
紀
久
男
氏
と
小
生
の
大
親
友
で
あ
っ
た
神
戸
の
市
橋
伸
彦
氏
（
一
九
四
一
年
三
月
生
、
丸
紅
二
千
一
年
退
社
）
が 

三
月
十
七
日
に
ご
逝
去
。
ひ
と
月
前
に
入
院
中
の
本
人
か
ら
の
電
話
で
二
十
分
ち
か
い
話
を
さ
せ
て
貰
っ
た
と
き
は
お
元
気

な
声
で
し
た
が
・
・ 

天
命
と
言
え
ど
も
無
情
春
の
雷 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

好
漢
永
の
旅
立
ち
鳥
雲
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

  

お
知
ら
せ 

 

関
係
者
近
詠 

森
の
座
掲
載
句
は 

今
回
は
お
休
み
を
致
し
ま
す
。 

 

令
和
八
年
四
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


